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組合員数  6,804名（団体含）

貯金残高 74,633百万円
貸出金残高 15,471百万円
長期共済保有高 2,033.7億円
購買品供給高 773,242千円
販売品取扱高 102,538千円
職員数（パート除く） 132名

私たちの 無料税務相談会
■ 開催日時

当JA顧問税理士
福田　正寛

■ 開催場所
令和元年 9 月 25 日（水）
令和元年 10 月 25 日（金）
午前9時～12時（基本30分単位）

JA 白山  本店

要予約

お問い合わせ・お申込先（担当／本店総務課 谷口）

お申込み順に受け付けております。

FAX 273-0690T E L 272-3333
e-mail  soumu@hakusan.is-ja.jp

SNSはじめました（@ja.hakusan）

↓check it!↓

JA白山 食の祭典

～内側からキレイになる食べ方の秘訣～～内側からキレイになる食べ方の秘訣～

令和元年
10：00 ～ 13：00

11月17日日

「カラダ革命」in 白山「カラダ革命」in 白山

●開催会場：JA白山本店 ホール
●募集人数：150人
●参 加 費：お１人様 500円
●お申込み方法：各支店窓口申込書または電話、

HPからもお申込みください。

12：00 ～ 13：00 11：00 ～ 12：00
【お問い合わせ先】JA白山本店 総務課 TEL 272-3333（担当：森川・藤嶋）

バイキング
地元の新米や特産農産物が
おいしい料理に大変身！！
ぜひご賞味ください！

中沢るみさん

講演会開催

おいしい白山
試食会

料理研究家
野菜ソムリエ

今月はよらんかいねぇ広場と
　　　　  Aコープで使えるお買物券付き
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農業資材（肥料・農薬）の休日営業終了のご案内
農繁期における本店営農部、手取支店での土日祝日の臨時営業は、

10月19日土で終了させていただきますので、
よろしくお願いいたします。　営農経済部

４月 定植機「ひっぱりくん」を
使い、真っ直ぐ定植

2月に種まき

今回はJA白山 白山ねぎ部会を紹介します。

　平成22年からJA管内で作付を始めた白ネギ。平成30年１月には白山ねぎ
部会が発足しました。現在部員は団体も含め11軒で、ブランドの定着に向けて生産拡大と品質
向上に取り組んでいます。

地産地消で地域活性化を目指す
白山ねぎ

部会

　ハリとツヤがあり、全体がしまっている
ものがおすすめ。緑色と白い部分がはっき
りしているものが良品とされます。
　乾燥を防ぐため新聞紙で全体を包み、
冷蔵庫の野菜室で保存。泥付きのものも
そのまま包みます。小口切りにして冷凍庫
へ入れると長期保存できます。

　白ネギ（根深ネギ）は、太くて白い部分
が多い。生食は辛みがあり、加熱すると
柔らかくなり甘味が出ます。
　日光が当たらないように土寄せを数回
行い、白く柔らかく育つようにしています。

特  徴

　アリシンはネギ独特の辛味や臭いの元と
なる成分で、血液循環を良くし体を温め、
血糖値の上昇を抑え、ビタミンB1の吸収
を助ける働きもあります。
　ネギオールは白い部分に多く含まれ、
殺菌作用があり、菌やウイルスの働きを
抑制する効果があるといわれています。
発汗や解熱作用もあるため、風邪予防も
期待できます。

栄養素 保存方法

　８月27日、蝶屋ネギ集出荷場にて目合わせ会を実施しました。品質の確認、今後の管理や
出荷時の注意点なども再確認しました。今年の作付は昨年より0.4ha多い６haで、販売額
4,200万円を目指しています。品質は平年並みで、この日は105箱出荷しました。

毎月JA白山の広報誌「JAだより」をご愛読いただきありがとうございます。
さて、誠に勝手ながら次号10月号を休刊とさせていただきますのでご案内申し
上げます。10月の行事等につきましては、来月号の各支店だよりをご覧ください。
今後ともJAだよりをご愛読いただけますようお願い申し上げます。　　　　　 総務部

暑さも和らぎ朝晩涼しくなってきました。温かいお味噌
汁やお鍋、炒めものにもピッタリの栄養豊富な「白山
ねぎ」をたくさん食べて、健康に過ごしましょう！

余分な皮をむき
出荷します

収穫の様子

JAだより10月号休刊のお知らせ
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営農だより 

丸
イ
モ
現
地
指
導

販
売
額
一
千
万
円
を
目
指
す

　
８
月
８
日
、
丸
い
も
部
会
の
圃
場
巡
回
が
行
わ
れ
、

部
会
員
５
名
と
農
林
総
合
事
務
所
担
当
者
や
Ｊ
Ａ

職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
４
月
末
頃
に
定
植
を
し
て
現
在
は
つ
る
誘
引
作
業

を
行
っ
て
い
る
最
中
で
、
圃
場
ご
と
の
生
育
具
合
を

確
認
し
ま
し
た
。
今
年
は
空
梅
雨
や
７
月
前
半
の
低

温
で
若
干
生
育
不
足
が
心
配
さ
れ
ま
す
が
、
順
調
な

生
育
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
後
は
い
も
肥
大
時
期

の
た
め
十
分
な
か
ん
水
を
す
る
こ
と
、
ま
た
病
害
虫

の
被
害
が
予
測
さ
れ
る
た
め
防
除
を
含
め
た
管
理

作
業
の
徹
底
を

呼
び
か
け
ま

し
た
。

　
今
年
度
の
作

付
面
積
は
昨
年

よ
り
０
・
３
ha

多
い
２
ha
で
、

販
売
額
は

１
，０
０
０
万

円
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

所得
 増大

よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
出
荷
者
協
議
会

秋
冬
野
菜
栽
培
講
習
会

　
８
月
20
日
、
秋
冬
野
菜
栽
培
講
習
会
が
本
店
２
階

に
て
開
か
れ
、
会
員
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
キ
ャ
ベ
ツ
、
白
菜
に
大
根
な
ど

定
番
の
野
菜
を
中
心
に
、
収
穫
時
期
を
考
え
て
品
種

を
選
ぶ
こ
と
や
、
追
肥
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
病
害
虫

防
除
の
散
布
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

　
講
師
の
全
農
い
し
か
わ
米
穀
園
芸
部
の
梅
林

智
美
さ
ん
は
「
育
て
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
、

よ
り
良
質
で
美
味
し
い
農
作
物
を
育
て
、
所
得
増
大

に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
質
問
も

多
数
出
さ
れ
、
有
意
義
な
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

生産
 拡大

所得
 増大

生産
 拡大

稲
刈
り
　始
ま
る

　
８
月
24
日
よ
り
美
川
地
区
、
鶴
来
地
区
の
圃
場
で
、

早
生
品
種
「
ゆ
め
み
づ
ほ
」
の
収
穫
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　
今
年
は
梅
雨
寒
で
７
月
に
入
っ
て
も
あ
ま
り
気
温

が
上
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
台
風
な
ど
の
被
害
も

受
け
ず
、
品
質
は
平
年
並
み
の
よ
う
で
す
。
生
産
者

か
ら
は
「
今
年
も
無
事
に
収
穫
で
き
て
よ
か
っ
た
」

と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
管
内
で
は
酒
米「
五
百
万
石
」や「
コ
シ

ヒ
カ
リ
」「
比
咩
の
米
」、
石
川
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
米

「
ひ
ゃ
く
ま
ん
穀
」
な
ど
、
収
穫
は
10
月
ま
で
続
き

ま
す
。

所得
 増大

よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
農
園

『
家
の
光
』
に
記
事
掲
載

　
８
月
20
日
、
つ
る
ぎ
支
店
駐
車
場
横
の
「
よ
ら
ん

か
い
ね
ぇ
農
園
」
が
『
家
の
光
』
の
取
材
を
受
け

ま
し
た
。
生
産
者
の
中
松
晋
さ
ん
ご
夫
婦
は
記
者

か
ら
、
農
園
利
用
の
き
っ
か
け
や
栽
培
の
感
想
、

よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
へ
の
出
荷
に
つ
い
て
取
材

を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
農
園
は
野
菜
作
り
に
興
味
が

あ
り
畑
を
お
持
ち
で
な
い
方
を
中
心
に
貸
し
出
し
て

お
り
、
地
域
活
性
化
や
生
き
が
い
づ
く
り
に
一
役

買
っ
て
い
る
ほ
か
、
出
荷
者
の
育
成
も
目
指
し
て

お
り
、
生
産
物
は

よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ

広
場
へ
出
荷
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
今
回
の
記
事
は
、

『
家
の
光
』
11
月

号
に
掲
載
予
定
で

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

生産
 拡大

所得
 増大

生産
 拡大

月
橋
の
梨
　収
穫
始
ま
る

　
８
月
中
旬
か
ら
月
橋
町
の
梨
園
で
収
穫
作
業
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　
４
月
に
受
粉
作
業
を
行
い
、
摘
果
や
枝
打
ち
な
ど

丁
寧
な
作
業
を
重
ね
、
大
き
く
実
っ
た
梨
。
品
種
は

「
幸
水
」
や
「
豊
水
」
な
ど
で
、
つ
る
ぎ
地
区
で
は

「
月
橋
の
梨
」
と
し
て
昔
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
心
待
ち
に
さ
れ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
、
各
生
産

者
宅
へ
直
接
買
い
に
行
く
方
も
多
い
そ
う
で
す
。

最
盛
期
は
９
月
初
旬
の
見
込
み
で
す
。

　
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
地
元
の
梨
の
味
を
お
試
し
く
だ
さ
い
。

所得
 増大

生産
 拡大

第
５
回
理
事
会

日
時
／
令
和
元
年
８
月
29
日（
木
） 

午
後
１
時
30
分
〜

理
事
会
だ
よ
り

審
議
事
項

第
１
号
議
案
　
令
和
元
年
産
Ｊ
Ａ
米
仮
渡
金
お
よ

び
出
荷
奨
励
金
に
つ
い
て
（
可
決
）

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
号
議
案
　
理
事
が
代
表
を
務
め
る
法
人
と
の

施
設
賃
貸
契
約
の
更
新
に
つ
い
て
（
可
決
）

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
号
議
案
　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
一
部
変
更
に
つ
い
て
（
可
決
）

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
４
号
議
案
　
事
務
リ
ス
ク
管
理
規
定
の
一
部
変

更
に
つ
い
て（
可
決
）

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

１
　
令
和
元
年
７
月
末
事
業
実
績
に
つ
い
て

２
　
水
稲
刈
取
り
適
期
お
よ
び
共
同
乾
燥
施
設
稼

働
計
画
に
つ
い
て

３
　
そ
の
他

①
石
川
43
号
（
種
子
）
出
芽
苗
の
播
種
に
お

け
る
異
品
種
混
入
に
つ
い
て

②
自
己
改
革
に
関
す
る
全
組
合
員
ア
ン
ケ
ー

ト
の
中
間
集
計
結
果
に
つ
い
て

以
上
３
項
目
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

（農）知気寺営農ワークスの圃場 指導を受ける部員

熱心に聞き入る参加者

取材を受ける中松さん

収穫適期を見極め作業中
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８
月
20
日
、
秋
冬
野
菜
栽
培
講
習
会
が
本
店
２
階

に
て
開
か
れ
、
会
員
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
キ
ャ
ベ
ツ
、
白
菜
に
大
根
な
ど

定
番
の
野
菜
を
中
心
に
、
収
穫
時
期
を
考
え
て
品
種

を
選
ぶ
こ
と
や
、
追
肥
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
病
害
虫

防
除
の
散
布
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

　
講
師
の
全
農
い
し
か
わ
米
穀
園
芸
部
の
梅
林

智
美
さ
ん
は
「
育
て
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
、

よ
り
良
質
で
美
味
し
い
農
作
物
を
育
て
、
所
得
増
大

に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
質
問
も

多
数
出
さ
れ
、
有
意
義
な
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

生産
 拡大

所得
 増大

生産
 拡大

稲
刈
り
　始
ま
る

　
８
月
24
日
よ
り
美
川
地
区
、
鶴
来
地
区
の
圃
場
で
、

早
生
品
種
「
ゆ
め
み
づ
ほ
」
の
収
穫
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　
今
年
は
梅
雨
寒
で
７
月
に
入
っ
て
も
あ
ま
り
気
温

が
上
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
台
風
な
ど
の
被
害
も

受
け
ず
、
品
質
は
平
年
並
み
の
よ
う
で
す
。
生
産
者

か
ら
は
「
今
年
も
無
事
に
収
穫
で
き
て
よ
か
っ
た
」

と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
管
内
で
は
酒
米「
五
百
万
石
」や「
コ
シ

ヒ
カ
リ
」「
比
咩
の
米
」、
石
川
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
米

「
ひ
ゃ
く
ま
ん
穀
」
な
ど
、
収
穫
は
10
月
ま
で
続
き

ま
す
。

所得
 増大

よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
農
園

『
家
の
光
』
に
記
事
掲
載

　
８
月
20
日
、
つ
る
ぎ
支
店
駐
車
場
横
の
「
よ
ら
ん

か
い
ね
ぇ
農
園
」
が
『
家
の
光
』
の
取
材
を
受
け

ま
し
た
。
生
産
者
の
中
松
晋
さ
ん
ご
夫
婦
は
記
者

か
ら
、
農
園
利
用
の
き
っ
か
け
や
栽
培
の
感
想
、

よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
へ
の
出
荷
に
つ
い
て
取
材

を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
農
園
は
野
菜
作
り
に
興
味
が

あ
り
畑
を
お
持
ち
で
な
い
方
を
中
心
に
貸
し
出
し
て

お
り
、
地
域
活
性
化
や
生
き
が
い
づ
く
り
に
一
役

買
っ
て
い
る
ほ
か
、
出
荷
者
の
育
成
も
目
指
し
て

お
り
、
生
産
物
は

よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ

広
場
へ
出
荷
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
今
回
の
記
事
は
、

『
家
の
光
』
11
月

号
に
掲
載
予
定
で

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

生産
 拡大

所得
 増大

生産
 拡大

月
橋
の
梨
　収
穫
始
ま
る

　
８
月
中
旬
か
ら
月
橋
町
の
梨
園
で
収
穫
作
業
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　
４
月
に
受
粉
作
業
を
行
い
、
摘
果
や
枝
打
ち
な
ど

丁
寧
な
作
業
を
重
ね
、
大
き
く
実
っ
た
梨
。
品
種
は

「
幸
水
」
や
「
豊
水
」
な
ど
で
、
つ
る
ぎ
地
区
で
は

「
月
橋
の
梨
」
と
し
て
昔
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
心
待
ち
に
さ
れ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
、
各
生
産

者
宅
へ
直
接
買
い
に
行
く
方
も
多
い
そ
う
で
す
。

最
盛
期
は
９
月
初
旬
の
見
込
み
で
す
。

　
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
地
元
の
梨
の
味
を
お
試
し
く
だ
さ
い
。

所得
 増大

生産
 拡大

第
５
回
理
事
会

日
時
／
令
和
元
年
８
月
29
日（
木
） 

午
後
１
時
30
分
〜

理
事
会
だ
よ
り

審
議
事
項

第
１
号
議
案
　
令
和
元
年
産
Ｊ
Ａ
米
仮
渡
金
お
よ

び
出
荷
奨
励
金
に
つ
い
て
（
可
決
）

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
号
議
案
　
理
事
が
代
表
を
務
め
る
法
人
と
の

施
設
賃
貸
契
約
の
更
新
に
つ
い
て
（
可
決
）

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
号
議
案
　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
一
部
変
更
に
つ
い
て
（
可
決
）

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
４
号
議
案
　
事
務
リ
ス
ク
管
理
規
定
の
一
部
変

更
に
つ
い
て（
可
決
）

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

１
　
令
和
元
年
７
月
末
事
業
実
績
に
つ
い
て

２
　
水
稲
刈
取
り
適
期
お
よ
び
共
同
乾
燥
施
設
稼

働
計
画
に
つ
い
て

３
　
そ
の
他

①
石
川
43
号
（
種
子
）
出
芽
苗
の
播
種
に
お

け
る
異
品
種
混
入
に
つ
い
て

②
自
己
改
革
に
関
す
る
全
組
合
員
ア
ン
ケ
ー

ト
の
中
間
集
計
結
果
に
つ
い
て

以
上
３
項
目
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

（農）知気寺営農ワークスの圃場 指導を受ける部員

熱心に聞き入る参加者

取材を受ける中松さん

収穫適期を見極め作業中
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エダマメを収穫
する参加者

調理も楽しんで
くれました

完成品をつけて笑顔でパチリ

編み始めが
肝心です

　青
壮
年
部

地域
 活性
地域
 活性

　女
性
部

　
8
月
20
日
、
本
店
２
階
に
て
「
家
の
光
活
用
講
座

防
災
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
作
ろ
う
！
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
は
女
性
部
役
員
が
務
め
、
昨
年
5
月
号
に

掲
載
さ
れ
た
防
災
グ
ッ
ズ
を
作
り
ま
し
た
。
防
災

ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
は
、
丈
夫
な
ア
ウ
ト
ド
ア
コ
ー
ド

を
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
状
に
編
み
、
い
ざ
と
い
う
時
は

さ
っ
と
ほ
ど
い
て
救
助
用
や
荷
物
の
固
定
な
ど
に

使
え
る
優
れ
も
の
で
す
。
ま
た
、
留
め
具
に
は

ホ
イ
ッ
ス
ル
が
つ
い
て
ま
す
。

　
20
名
の
参
加
者
は
編
み
始
め
る
と
し
だ
い
に
慣
れ

30
分
程
で
完
成
。
完
成
さ
せ
た
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
が

上
手
く
ほ
ど
け
る
か
試
し
、
ま
た
編
ん
で
い
ま
し
た
。

　「
慣
れ
た
ら
編
む
の
が
面
白
い
ね
」「
い
ざ
と
い

う
時
の
た
め
に
カ
バ
ン
に
つ

け
と
く
わ
」
と
感
想
を
述
べ
、

改
め
て
防
災
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

地域
 活性
地域
 活性グ

リ
ー
ン
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ

　
防
災
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
作
ろ
う
！

　
８
月
24
日
、
緑
の
学
園
「
エ
ダ
マ
メ
収
穫
・
料
理

教
室
」
を
行
い
、
親
子
10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
同
じ
圃
場
に
植
え
て
い
た
エ
ダ

マ
メ
を
引
き
抜
い
て
収
穫
。
そ
の
後
林
加
工
場
へ

移
動
し
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
ご
飯
の
お
に
ぎ
り
と
エ
ダ

マ
メ
・
野
菜
・
堅
ど
う
ふ
の
白
和
え
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
と
ウ
イ
ン
ナ
ー
の
か
き
揚
げ
を
作
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
達
は
「
自
分
で
握
っ
た
お
に
ぎ
り

は
美
味
し
い
」
と
笑
顔
で
頬
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　
定
植
・
収
穫
・
調
理
を
体
験
し
、
あ
ま
り
好
き

で
は
な
か
っ
た
野
菜
を
美
味
し
い
と
言
っ
て
食
べ
て

い
る
子
も
見
ら
れ
、
体
験
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

緑
の
学
園

　
エ
ダ
マ
メ
収
穫
と
料
理
教
室

　
８
月
12
日
、
青
壮
年
部
盟
友
13
名
は
よ
ら
ん
か
い

ね
ぇ
広
場
前
で
出
店
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　
定
番
の
ポ
ン
菓
子
や
か
き
氷
に
加
え
、
ビ
ニ
ー
ル

プ
ー
ル
に
入
っ
た
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
す
く
う
ト
マ
ト

す
く
い
は
「
涼
し
げ
で
楽
し
そ
う
」
と
人
気
を
集
め
、

子
ど
も
達
が
何
度
も
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

　
多
く
の
来
店
者
に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
き
、
夏
祭

り
の
よ
う
な
楽
し
い
雰
囲
気
を
提
供
で
き
ま
し
た
。

　
青
壮
年
部
は
今
後

も
、
食
と
農
へ
の
理

解
促
進
、
地
域
を
活

性
化
す
る
活
動
を
積

極
的
に
行
い
ま
す
。

ト
マ
ト
す
く
い
で
夏
祭
り
気
分

提供したじゃがいもは
かき揚げに調理

食事を楽しむ児童

お米を手渡す木戸口支店長

食事中も笑い声が聞かれました

協力すると作業もはかどります

自分で作ったコロッケを味わいました

　
　支
店

　
　協
同
活
動

い
ち

い
ち

一

一

か
わ
ち
っ
子
食
堂
に
食
材
提
供

地域
 活性
地域
 活性

　
　
　
　
　
　
７
月
30
日
、
河
内
保
健
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
た
子
ど
も
食
堂
「
か
わ
ち
っ
子
食
堂
」

に
、
職
員
が
栽
培
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
２・
５
㎏
を

提
供
し
ま
し
た
。

　
白
山
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー

が
、
旬
の
野
菜
を
使
っ
た
か
き
揚
げ
や
サ
ラ
ダ
、

そ
う
め
ん
を
準
備
。
約
20
名
の
児
童
が
メ
ン
バ
ー

や
食
材
に
感
謝
し
な
が
ら
味
わ
い
ま
し
た
。
参
加

し
た
児
童
は
「
み
ん
な
で
食
べ
る
と
い
つ
も
よ
り

美
味
し
く
感
じ
る
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
池
田
支
店
長
は
「
地
元
の
旬
の
食
材
を
味
わ
っ
て
、

食
や
農
に
つ
い
て
友
達
や
家
族
と
話
す
き
っ
か
け

に
な
る
と
う
れ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

大
神
支
店

ば
あ
ち
ゃ
ん
食
堂
に
お
米
寄
贈

地域
 活性
地域
 活性

　
　
　
　
　
　
８
月
６
日
、
J
A
は
湊
地
区
公
民
館

で
の
子
ど
も
食
堂
「
ば
あ
ち
ゃ
ん
食
堂
」
に
白
山

コ
シ
ヒ
カ
リ
10
㎏
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
夏
休
み
中
の
登
校
日
か
ら
帰
っ
て
き
た

１
年
生
か
ら
６
年
生
の
児
童
約
90
名
が
参
加
し
、

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
や
サ
ラ
ダ
、
ナ
ス
の
み
そ
和
え
な
ど

を
味
わ
い
ま
し
た
。
子
ど
も
食
堂
は
子
ど
も
の
孤
食

を
減
ら
し
バ
ラ
ン
ス
の
摂
れ
た
食
事
を
提
供
す
る

だ
け
で
な
く
、
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
木
戸
口
支
店
長
は
「
地
元
の
美
味
し
い
お
米
を

食
べ
て
、
夏
休
み
を
元
気
に
過
ご
し
て
ほ
し
い
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

蝶
屋
支
店

揚
げ
な
い
コ
ロ
ッ
ケ

作
っ
て
み
よ
う

地域
 活性
地域
 活性　

　
　
　
　
　
　
８
月
８
日
、
広
陽
小
学
校
学
童

ク
ラ
ブ
「
あ
お
ぞ
ら
ク
ラ
ブ
」
の
児
童
８
名
が
、

揚
げ
な
い
コ
ロ
ッ
ケ
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
職
員

４
名
が
下
準
備
を
行
い
混
ぜ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め

ま
し
た
。

　
児
童
は
２
人
１
組
に
な
り
具
材
を
混
ぜ
成
型
し

衣
を
付
け
終
え
る
と
、
オ
ー
ブ
ン
で
焼
き
ま
し
た
。

試
食
で
は
「
揚
げ
て
な
い
の
に
コ
ロ
ッ
ケ
に
な
っ

て
い
る
」「
い
つ
も
よ
り
た
く
さ
ん
食
べ
ら
れ
る
」

と
好
評
で
し
た
。

　
指
導
し
た
職
員
は
「
で
き
る
こ
と
か
ら
お
手
伝
い

し
て
、
食
事
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
児
童
に
声
を

か
け
て
い
ま
し
た
。

つ
る
ぎ
支
店
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エダマメを収穫
する参加者

調理も楽しんで
くれました

完成品をつけて笑顔でパチリ

編み始めが
肝心です

　青
壮
年
部

地域
 活性
地域
 活性

　女
性
部

　
8
月
20
日
、
本
店
２
階
に
て
「
家
の
光
活
用
講
座

防
災
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
作
ろ
う
！
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
は
女
性
部
役
員
が
務
め
、
昨
年
5
月
号
に

掲
載
さ
れ
た
防
災
グ
ッ
ズ
を
作
り
ま
し
た
。
防
災

ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
は
、
丈
夫
な
ア
ウ
ト
ド
ア
コ
ー
ド

を
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
状
に
編
み
、
い
ざ
と
い
う
時
は

さ
っ
と
ほ
ど
い
て
救
助
用
や
荷
物
の
固
定
な
ど
に

使
え
る
優
れ
も
の
で
す
。
ま
た
、
留
め
具
に
は

ホ
イ
ッ
ス
ル
が
つ
い
て
ま
す
。

　
20
名
の
参
加
者
は
編
み
始
め
る
と
し
だ
い
に
慣
れ

30
分
程
で
完
成
。
完
成
さ
せ
た
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
が

上
手
く
ほ
ど
け
る
か
試
し
、
ま
た
編
ん
で
い
ま
し
た
。

　「
慣
れ
た
ら
編
む
の
が
面
白
い
ね
」「
い
ざ
と
い

う
時
の
た
め
に
カ
バ
ン
に
つ

け
と
く
わ
」
と
感
想
を
述
べ
、

改
め
て
防
災
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

地域
 活性
地域
 活性グ

リ
ー
ン
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ

　
防
災
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
作
ろ
う
！

　
８
月
24
日
、
緑
の
学
園
「
エ
ダ
マ
メ
収
穫
・
料
理

教
室
」
を
行
い
、
親
子
10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
同
じ
圃
場
に
植
え
て
い
た
エ
ダ

マ
メ
を
引
き
抜
い
て
収
穫
。
そ
の
後
林
加
工
場
へ

移
動
し
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
ご
飯
の
お
に
ぎ
り
と
エ
ダ

マ
メ
・
野
菜
・
堅
ど
う
ふ
の
白
和
え
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
と
ウ
イ
ン
ナ
ー
の
か
き
揚
げ
を
作
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
達
は
「
自
分
で
握
っ
た
お
に
ぎ
り

は
美
味
し
い
」
と
笑
顔
で
頬
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　
定
植
・
収
穫
・
調
理
を
体
験
し
、
あ
ま
り
好
き

で
は
な
か
っ
た
野
菜
を
美
味
し
い
と
言
っ
て
食
べ
て

い
る
子
も
見
ら
れ
、
体
験
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

緑
の
学
園

　
エ
ダ
マ
メ
収
穫
と
料
理
教
室

　
８
月
12
日
、
青
壮
年
部
盟
友
13
名
は
よ
ら
ん
か
い

ね
ぇ
広
場
前
で
出
店
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　
定
番
の
ポ
ン
菓
子
や
か
き
氷
に
加
え
、
ビ
ニ
ー
ル

プ
ー
ル
に
入
っ
た
ミ
ニ
ト
マ
ト
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す
く
う
ト
マ
ト

す
く
い
は
「
涼
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げ
で
楽
し
そ
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」
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人
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集
め
、

子
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が
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。
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来
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寄
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夏
祭
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。
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後
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食
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理

解
促
進
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地
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活
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積
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。

ト
マ
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分
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お米を手渡す木戸口支店長

食事中も笑い声が聞かれました

協力すると作業もはかどります

自分で作ったコロッケを味わいました

　
　支
店

　
　協
同
活
動

い
ち

い
ち

一

一

か
わ
ち
っ
子
食
堂
に
食
材
提
供

地域
 活性
地域
 活性

　
　
　
　
　
　
７
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内
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」
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モ
２・
５
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を
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。
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。
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友
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。

大
神
支
店

ば
あ
ち
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食
堂
に
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贈

地域
 活性
地域
 活性
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摂
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。
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地域
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地域
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れ
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。
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つ
る
ぎ
支
店

06Public Relations Magazine JAだより　令和元年9月発行07 Public Relations Magazine JAだより　令和元年9月発行



協力して収穫する児童
狙いを定めてナイスショット！

めずらしい野菜に出会いました

たくさんの種類のバナナがありました

どっちがおおきいかな

　
８
月
２
日
、
第
13
回
Ｊ
Ａ
白
山
年
金
友
の
会
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
、
白
山
郷
総
合
運
動
公
園
に
て

開
催
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
岡
田
会
長
と
竹
内
組
合
長
の
挨
拶
で
開
会
さ

れ
、
今
年
も
１
２
３
名
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

最
年
長
は
男
性
95
才
、女
性
89
才
。
会
員
の
交
流
と
親

睦
の
場
と
な
っ
て
お
り
、
出
場
者
は
こ
の
日
を
楽
し
み

に
特
別
の
練
習
行
い
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
と
て
も
暑
い
日
で
し
た
が
、
会
場
に
３
カ
所
の
給
水

ポ
イ
ン
ト
を
設
け
途
中
で
休
憩
を
挟
み
な
が
ら
プ
レ
ー

し
た
た
め
体
調
を
崩
さ
れ
る
方
も
な
く
無
事
に
大
会
を

終
え
ま
し
た
。

　
男
女
と
も
上
位
12
名
が

10
月
の
第
15
回
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク

石
川
「
年
金
友
の
会
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
県
大
会
」
に

出
場
し
ま
す
。

　
　
　年
金
友
の
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

開
催

地域
 活性
地域
 活性

【女性の部】
１位 津田　芳恵（つるぎ）
２位 芳村　睦子（大　神）
３位 佐藤　政子（つるぎ）

【男性の部】
１位 井上　英治（大　神）
２位 中江川幸弘（つるぎ）
３位 小中　　徹（つるぎ）

2019  JA白山 よい食プロジェクト

　
８
月
７
日
、
農
事
組
合
法
人
井
口

グ
リ
ー
ン
ワ
ー
ク
ス
の
圃
場
で
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
の
収
穫
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
学
童
会
つ
る
ぎ
「
ピ
ノ

キ
オ
ク
ラ
ブ
」
の
児
童
約
50
人
は
、

背
丈
よ
り
も
大
き
く
伸
び
た
茎
や
葉
を

か
き
分
け
、
大
き
く
育
っ
た
実
を
力

い
っ
ぱ
い
も
い
で
い
ま
し
た
。

　
採
れ
た
て
新
鮮
な
生
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

を
そ
の
場
で
食
べ
た
児
童
は
「
甘
く
て

お
い
し
い
」
と
驚
き
の
声
を
上
げ
て
い

ま
し
た
。

　このプロジェクトは、心と体を支える食の大切さ、国産・地元産の豊かさ、
それを生み出す農業の価値を伝え、国産・地元産と日本の農業のファンになって
いただこうという運動です。「よい食」とは、おいしい食のこと。楽しい食で
あること。家族の健康を支えるもの。よい暮らしそのものを指します。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
収
穫
体
験

　
８
月
８
日
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
た

市
場
見
学
に
、
今
年
も
明
光
小
学
校
と

朝
日
小
学
校
の
児
童
15
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
市
場
に
は
最
盛
期
を
迎
え
た「
ル
ビ
ー

ロ
マ
ン
」
や
地
元
産
の
野
菜
や
果
物
、

県
外
か
ら
入
荷
し
た
珍
し
い
野
菜
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
目
を

引
い
た
の
は
バ
ナ
ナ
を
追
熟
・
貯
蔵

す
る
「
バ
ナ
ナ
セ
ン
タ
ー
」
で
、
熟
す

前
の
青
い
バ
ナ
ナ
を
め
ず
ら
し
そ
う
に

観
察
し
て
い
ま
し
た
。

　
流
通
だ
け
で
な
く
食
や
農
、
地
産
地

消
に
つ
い
て
も
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

金
沢
中
央
卸
売
市
場
見
学

　
８
月
20
日
、
参
加
者

13
名
が
ぴ
ん
ぴ
ん
体
操

な
ど
で
体
を
ほ
ぐ
し
ま

し
た
。

地域
 活性
地域
 活性

げ
ん
き
会

　
８
月
４
日
、50
名
が
参

加
し
、白
山
警
察
署
美
川

交
番
の
方
に
よ
る「
オ
レ

オ
レ
詐
欺
」に
つ
い
て
の

講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地域
 活性
地域
 活性

鹿
島
町

建
老
会

　
８
月
27
日
、
25
名
は

生
活
習
慣
に
つ
い
て
の

講
習
を
受
け
ま
し
た
。

地域
 活性
地域
 活性

蔵
寿
会

小
柳
ク
ラ
ブ

詳しくは来月の支店だよりをご覧ください。

10/20日
9：00～14：00
蝶屋支店

10/20日
9：00～14：00
蝶屋支店

10/27日
10：00～14：00
手取支店

10/27日
10：00～14：00
手取支店

11/16土
9：30～14：30
本店　　

11/16土
9：30～14：30
本店　　（つるぎ・

　大神支店）
（つるぎ・
　大神支店）
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等級
JA仮渡金

A

平成30年産
JA米仮渡金

B

差　異
A － B

1 12,320 11,370 950

2 11,720 10,770 950

3 10,720 9,770 950

令和元年産JA米仮渡金および出荷奨励金
(単位:円/俵当たり、税込)

令和元年産加工米、政府備蓄米、輸出用米の一体的取組における仮渡金

(単位:円/俵当たり、税込)

◆上記は県産米基金拠出者を対象とした県域共計概算単価であり、県産米基金の未拠出者は、拠出
金見合い額として拠出者米穀より一律80円引きとする。

◆上記はJA米県域共計概算金であり、JA米とならない一般米については、JA米より一律300円
引きとする。

◆水分15.6％～16.0％の米穀は一般米とする。また、出荷契約がない生産者が出荷する米穀につい
ても一般米とする。

◆コシヒカリ1等で整粒80％以上かつ玄米タンパク6.5以下のものは、「特1等」で500円を加算する。
◆ミルキークィーンはコシヒカリに1,000円を加算する。
◆北陸12号は五百万石に1,080円を加算する。
◆酒米の特等については、１等に対し400円を加算する。
◆他銘柄のもち米は、カグラモチと同額とする。
◆フレコン出荷については上記価格より172円引きとする。
◆出荷奨励金は集荷向上対策事業のJA出荷等米に対して200円を支払いする。

銘　柄 等級
県基準
仮渡金

A

出荷
奨励金

B

令和元年産
JA米仮渡金計

D（A＋B）

平成30年産
JA米仮渡金計

E

比較差
D － E

コシヒカリ

1 13,194 200 13,394 13,206 188
2 12,594 200 12,794 12,406 388
3 11,494 200 11,694 11,306 388

ゆめみづほ

1 12,194 200 12,394 12,206 188
2 11,594 200 11,794 11,406 388
3 10,494 200 10,694 10,306 388

ひゃくまん穀

1 12,994 200 13,194 13,006 188
2 12,394 200 12,594 12,406 188
3 11,294 200 11,494 11,306 188

五 百 万 石
石  川  門

1 13,194 200 13,394 13,006 388
2 11,694 200 11,894 11,506 388
3 10,594 200 10,794 10,406 388

カグラモチ
白 山 も ち

1 11,394 200 11,594 9,506 2,088
2 10,794 200 10,994 8,906 2,088
3 9,694 200 9,894 7,806 2,088

◆フレコンは
　左記 ▲100円／俵

トヨタ・ダイハツの車にお乗りのみなさま！
今お乗りの車に「安全装備」を取り付けませんか？

ピピ
ピ踏み間違い

加速抑制システム
踏み間違い時加速抑制装置
「つくつく防止」

全ての車種が適用ではありません。
まずは『マイカーセンター』へ
お気軽にご相談ください。

トヨタトヨタ ダイハツダイハツ

　今日までサービスとして行ってまいりました次の2つの取り扱いサービスを、
誠に勝手ながら下記により終了させていただきますので、お知らせいたします。

　これまで「定期性貯金」をお取引いただいているお客様に満期等の案内発送をして
おりましたが、今後は終了させていただきます。

　なお、今回は個人のお客様を対象としており、マル優口座をお持ちのお客様や法人・
団体のお客様には今後も発送致します。
※JAネットバンクをご契約のお客様には、案内状と同様の内容をEメールで受け取ることができるサービスを

2019年11月頃開始予定ですので、この機会にJAネットバンクのご利用もご検討ください。

　これまでご要望により通帳へのコメント入力を実施してまいりましたが、窓口での
待ち時間短縮のため取り扱いを終了させていただきます。
　なお、給与振込や公共料金引き落としなどの摘要（給与、電話料、電気料など）は引き
続き表示されます。

皆さまのご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

JAバンクからのお知らせ！nfo  mation

●発送を終了する案内状は以下のとおりです。
　　　　 ①定期貯金、②積立式定期貯金、③譲渡性貯金、④定期積金

「定期性貯金」案内ハガキの発送終了について「定期性貯金」案内ハガキの発送終了についてその1

通帳へのコメント入力サービス終了について通帳へのコメント入力サービス終了についてその2

上記２つのサービス終了日：令和元年10月31日(木)

「慌ててペダルを踏み間違えた」「バックで
アクセルを踏みすぎた」こんな事故を抑制
するシステムを後付けできるんです。
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品種があり、日本全国で栽培されているが、栽培面積の4割は「幸水」が
占める。
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（令和元年7月末実績参考）

組合員数  6,804名（団体含）

貯金残高 74,633百万円
貸出金残高 15,471百万円
長期共済保有高 2,033.7億円
購買品供給高 773,242千円
販売品取扱高 102,538千円
職員数（パート除く） 132名

私たちの 無料税務相談会
■ 開催日時

当JA顧問税理士
福田　正寛

■ 開催場所
令和元年 9 月 25 日（水）
令和元年 10 月 25 日（金）
午前9時～12時（基本30分単位）

JA 白山  本店

要予約

お問い合わせ・お申込先（担当／本店総務課 谷口）

お申込み順に受け付けております。

FAX 273-0690T E L 272-3333
e-mail  soumu@hakusan.is-ja.jp

SNSはじめました（@ja.hakusan）

↓check it!↓

JA白山 食の祭典

～内側からキレイになる食べ方の秘訣～～内側からキレイになる食べ方の秘訣～

令和元年
10：00 ～ 13：00

11月17日日

「カラダ革命」in 白山「カラダ革命」in 白山

●開催会場：JA白山本店 ホール
●募集人数：150人
●参 加 費：お１人様 500円
●お申込み方法：各支店窓口申込書または電話、

HPからもお申込みください。

12：00 ～ 13：00 11：00 ～ 12：00
【お問い合わせ先】JA白山本店 総務課 TEL 272-3333（担当：森川・藤嶋）

バイキング
地元の新米や特産農産物が
おいしい料理に大変身！！
ぜひご賞味ください！

中沢るみさん

講演会開催

おいしい白山
試食会

料理研究家
野菜ソムリエ

今月はよらんかいねぇ広場と
　　　　  Aコープで使えるお買物券付き
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